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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】表側と裏側の板部材の貼り合わせ方向を反対に
して交差するようにした構造合板を提供する。
【解決手段】帯状の小幅板材１側面の木端側に設けた実
加工実加工部を接合して構成した表面側部材Ａと裏面側
部材Ｂを張り合わせて一枚の構造合板を構成するのに、
該構造合板の表面側部材Ａと裏面側部材Ｂとの小幅板材
１の並べ姿勢方向が反対になるように交差させて接合さ
せた表裏板部材を交差接合してなる構造合板。
【選択図】 図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　帯状の小幅板材側面の木端側を実加工して一対の雄実と雌実を形成し、該小幅板材の実
加工部を接合して合板サイズと同様な平板状の構造合板形態に構成したものを二枚、表面
側部材Ａと裏面側部材Ｂにして張り合わせて一枚の構造合板にするのに、該構造合板の表
面側部材Ａと裏面側部材Ｂとの小幅板材の方向が反対になるように交差させて接着接合さ
せたことを特徴とする表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板。
【請求項２】
　帯状の小幅板材側面の木端側を実加工して一対の雄実と雌実を形成し、該小幅板材の実
加工部を接合して合板サイズと同様な平板状の構造合板形態に構成するものにおいて、該
構造合板の表面側部材Ａを作るのに、前記小幅板材を構造合板の辺に対して斜め方向に配
置して、木端側を斜めに張り合わせた斜行板に構成し、次に、前記構造合板の裏面側部材
Ｂを作るのに、上記表面側部材Ａを作るのと同じ小幅板材で、表面側部材Ａと斜めの角度
と斜めの方向は同じにして同様な貼り合わせ構成で表面側部材Ａと同様なサイズの斜行板
に構成し、そして、合板サイズと同様に出来上がった、表面側部材Ａと裏面側部材Ｂの斜
行板を表側と裏側の斜めの角度が反対になるように交差させて接着接合させ表裏斜行板を
接合してなることを特徴とする請求項１に記載の表裏板部材を交差接合してなる住宅用構
造合板。
【請求項３】
小幅板材を杉、桧等からなる板材で構成し、該板材の厚さ１０ミリ～４０ミリ位、巾６０
ミリ～１２０ミリ位に構成し、合板サイズは９００ミリ×１８００ミリ～２７００ミリに
構成したことを特徴とする請求項１，２に記載の表裏板部材を交差接合してなる住宅用構
造合板。
【請求項４】
  平行板として表側は長辺に平行に裏側は短辺方向に平行に小幅板がなるように構成した
ことを特徴とする請求項１、２に記載の表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板。
【請求項５】
　表面側部材Ａと裏面側部材Ｂとの接着面に薄い防水シートや断熱材の両方若しくは一方
を介在させて組み込んだことを特徴とする請求項１乃至５に記載の表裏板部材を交差接合
してなる住宅用構造合板。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、表側と裏側の板部材の貼り合わせ方向を反対にして交差するようにして縦横
直交させた平行板にしたもの、或いは斜めの角度が正反対になる交差姿勢の斜行板にして
あることで横からの荷重がかかった場合に、荷重を面全体で受けることができる表裏板部
材を交差接合してなる住宅用構造合板に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　 現在の日本の山林の荒廃は適切な間伐が行われてないところに起因する。適切な間伐
を行いながら適木を育てていく事が、日本の山林にとっては重要なことである。
　随時に間伐を行えば、植林、伐採のサイクルの回転が良くなり荒廃した山林が少なくな
る。本考案で説明する実施例製品の平行板や斜行板は杉、桧の間伐材を有効利用して作っ
ている。製品の巾は間伐材の未口径に合わせ７５ミリ位からとして、又長さは短いところ
で２０センチくらいで山での間伐で山元に捨てられるような短尺な長さの丸太も使用でき
るように工夫している。地球環境が大きな問題となっている昨今、この製品の平行板や斜
行板は地球環境にも優しく、日本の山林にも有益である。また無垢材を使用しているので
、シックハウス症候群に対しても有効である。従来は、これらの斜行板として例えば特許
文献１に示されるものがある。
【特許文献１】特許第３７２９４１０号公報
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【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記特許文献１に示される斜行型単板積層材の製造方法は、構造がしっかりしたものが
製造されるが、木材をシート状にスライスして張り合わせていく形態のもので大量生産設
備を要しないと生産効率が上がらないことや、製造コストが高くなる恐れがあるものであ
り小規模製材設備では採用がしにくい面があると思われる。
【０００４】
　本考案が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、既存の小規模製材設備で対応
が可能である表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板を提供する点にある。
　また、住宅の施工能力面では、現在の住宅建築の壁材に小幅板の竪張り、横張りがある
が、職人が一枚一枚手張りをしているので多くの手間がかかっている。これらを本考案に
説明する平行板や斜行板で構成する構造合板を壁面に使用すれば、職人の手張りの手間を
大幅に省ける。
　また、これらの平行板や斜行板の厚さを４０ミリくらいに厚くすれば床材としても、無
垢材としても使用できる。更に木製ドア、引き戸、建具材としても使用できるものである
。　
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案は、前述の課題解決のために、第一に、帯状の小幅板材側面の木端側を実加工し
て一対の雄実と雌実を形成し、該小幅板材の実加工部を接合して合板サイズと同様な平板
状の構造合板形態に構成したものを二枚、表面側部材Ａと裏面側部材Ｂにして張り合わせ
て一枚の構造合板にするのに、該構造合板の表面側部材Ａと裏面側部材Ｂとの小幅板材の
方向が反対になるように交差させて接着接合させたことを特徴とする表裏板部材を交差接
合してなる住宅用構造合板にしたものである。
【０００６】
　これにより、現在の住宅建築は壁面内に筋違いを入れて一本の木で横荷重を線で受ける
ものであるに対して、この表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板は横からの荷重
を面全体で受けることができるもので板部材の巧みな組み合わせで構成でコスト安価に強
度を保つことができる。
【０００７】
　第二に、帯状の小幅板材側面の木端側を実加工して一対の雄実と雌実を形成し、該小幅
板材の実加工部を接合して合板サイズと同様な平板状の構造合板形態に構成するものにお
いて、該構造合板の表面側部材Ａを作るのに、前記小幅板材を構造合板の辺に対して斜め
方向に配置して、木端側を斜めに張り合わせた斜行板に構成し、次に、前記構造合板の裏
面側部材Ｂを作るのに、上記表面側部材Ａを作るのと同じ小幅板材で、表面側部材Ａと斜
めの角度と斜めの方向は同じにして同様な貼り合わせ構成で表面側部材Ａと同様なサイズ
の斜行板に構成し、そして、合板サイズと同様に出来上がった、表面側部材Ａと裏面側部
材Ｂの斜行板を表側と裏側の斜めの角度が反対になるように交差させて接着接合させ表裏
斜行板を接合してなることを特徴としている。
　上記のように斜めの角度が正反対になる交差姿勢の斜行板にしてあることで、横からの
荷重がかかった場合に、荷重を斜行板の面全体で受けることができて更に強度的に有利な
表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板を提供することが。
【０００８】
　第三に、小幅板材を杉、桧等からなる板材で構成し、該板材の厚さ１０ミリ～４０ミリ
位、巾６０ミリ～１２０ミリ位に構成し、合板サイズは９００ミリ×１８００ミリ～２７
００ミリに構成したことを特徴としてあるので、間伐材等の有効活用を図ることができる
と共に既存の製材設備を活用して表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板を安価に
作成することができる。
【０００９】
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　第四に、平行板として表側は長辺に平行に裏側は短辺方向に平行に小幅板がなるように
構成したことを特徴とし、この平行板構成で構成簡単にした表裏板部材を交差接合してな
る住宅用構造合板を安価に作成することができる。
【００１０】
　第五に、表面側部材Ａと裏面側部材Ｂとの接着面に薄い防水シートや断熱材の両方若し
くは一方を介在させて組み込んだことを特徴とし、これにより強度的には有利なもので防
水性や断熱性に優れた表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板を提供することがで
きる。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案によれば、表側と裏側の板部材の貼り合わせ方向を反対にして交差するようにし
て縦横直交させた平行板にしたもの、或いは斜めの角度が正反対になる交差姿勢の斜行板
にしてある表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板を構成簡単にして提供でき、横
からの荷重がかかった場合にも荷重を住宅用構造合板を構成する板部材の面全体で受ける
ことができるので強度的にも強く、これらを間伐材等の利用も可能にしてコスト安価に提
供できる効果がある。
【００１２】
　そして、これらの住宅用構造合板は、天井材、壁材、床材などに使用でき、更に木製ド
ア、引き戸、建具材、テーブルの天板、家具材の横板、等としても使用できるものである
。
　殊にテーブルの天板に使用すれば、現在市販されている普通の一枚板よりも強度が強い
ものが得られる利点がある。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、実施例に関する図面に基づいて本考案を詳細に説明する。
　本考案は帯状の小幅板材１側面の木端側を凹凸結合する形態の実加工して一対の雄実１
Ａと雌実１Ｂを形成し、該小幅板材１の実加工部１Ａ、１Ｂを接合して一般に市販されて
いる合板サイズと同様な平板状の構造合板形態に構成したものを二枚用意しておき、これ
を表面側部材Ａと裏面側部材Ｂにして張り合わせて一枚の構造合板ＧＨを構成するのに、
該構造合板ＧＨの表面側部材Ａと裏面側部材Ｂとの小幅板材１の並べ姿勢方向が反対にな
るように交差させて接着剤で接合させた表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板を
完成したものである。
【実施例１】
【００１４】
　図１～図３は、本考案の第１実施例である、斜行板を交差させた構造合板を示している
ものである。図１に示す杉、桧等からなる板材で、該板材の厚さ１０ミリ～４０ミリ位、
巾６０ミリ～１２０ミリ位に構成した帯状の小幅板材１側面の木端側を、図２に図示する
ように凹凸に実加工して一対の雄実１Ａと雌実１Ｂを形成し、該小幅板材の実加工部１Ａ
、１Ｂを接合して横幅９００ミリ×縦長１８００ミリ～２７００ミリの市販規格の合板サ
イズと同様な平板状の構造合板形態に構成するものであり、該構造合板ＧＨの表面側部材
Ａを作るのに、前記小幅板材１を構造合板周囲の辺に対して斜め方向に配置して、木端側
を斜めに張り合わせた斜行板に構成し、次に、前記構造合板ＧＨの裏面側部材Ｂを作るの
に、上記表面側部材Ａを作るのと同じ小幅板材１で、表面側部材Ａと斜めの角度と斜めの
方向は同じにして同様な貼り合わせ構成で表面側部材Ａと同様なサイズの斜行板に構成す
る。
　本考案者においては、上記小幅板材１を厚さ３０ミリ位、巾１０５ミリ位のもので、図
８に説明する本実加工を採用して接合して、横幅９００ミリ×縦長１８００ミリの市販規
格の合板サイズと同様な平板状の構造合板形態に構成して実験テストをした。
【００１５】
　斜めに張り合わせるのには、予め小幅板材１の幅に合わせた多数本の斜め線を線引きし
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たゲージ板部材を水平に置き、その上に小幅板材１を斜め線に合わせながら並べて木端側
を斜めに張り合わせていくと斜め方向が揃った斜行板が出来上がる。この方法は工芸的手
法であるが少量生産の時には安価で確実にできる。大量生産が必要になる時には専用の斜
行板製造機を用意しておくと便利である。このようにして、合板サイズと同様に出来上が
った、表面側部材Ａと裏面側部材Ｂの斜行板を、図３の実線で示す表側と点線で示す裏側
の斜めの角度が反対になるように交差させて接着材で接合させ表裏の斜行板を接合するこ
とにより表裏板部材が交差接合された住宅用構造合板とすることができる。
そして、表面側部材Ａと裏面側部材Ｂとの接着面に薄い防水シートＳや断熱材Ｄの両方若
しくは一方を介在させて組み込んでも良く、これにより強度的には有利なもので防水性や
断熱性に優れた表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板を提供することができる。
【００１６】
　図４～図５は、本考案の第２実施例である、平行板を交差させた構造合板を示している
ものである。小幅板材１の材質、サイズや木端側の実加工は上記第一実施例と同様である
。そして図４Ａに示すように、表面側部材ＡＨは小幅板材１を長辺方向（縦向き）に平行
に沿わせたものに構成し、裏面側部材ＢＨは図４Ｂに示すように、小幅板材１を短辺方向
（横向き）に平行に沿わせたものに構成して、それぞれの合板サイズは上記第１実施例と
同様のサイズに構成する。そして、この表面側部材ＡＨと裏面側部材ＢＨを図３Ｃに示す
ように接着材で接合させて表裏板部材が縦横に交差接合された住宅用構造合板ＧＨ１とす
ることができる。
【００１７】
　図６は、本考案の第３実施例を示しており、斜行板を用いてドアＤを構成したもので、
第一実施例で説明した構造合板ＧＨの周囲をドア枠Ｗで囲み、ドアノブ（把手部）Ｎを設
けたものである。
これにより構造がしっかりしたドアを提供できる。
　図７は、本考案の第４実施例を示しており、ドアＤ１の中央に縦枠Ｔを設けて斜行板の
向きを表面側で向かい合わせ、表裏で交差接合された構造合板ＧＨに構成してある。
このような構成にすると更に強度が増したドアＤ１にすることができる。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　図８に、帯状の小幅板材１側面の木端側を、凹凸に実加工して一対の雄実１Ａと雌実１
Ｂを形成する形態の各種を例示するものであり、本考案における小幅板材の実加工部１Ａ
、１Ｂの構成は一例として示す図８の加工を採用して必要に応じて任意な形態とできるも
のである。
　また、本考案の構造材は、天井材、壁材、床材などに使用でき、更に木製ドア、引き戸
、建具材テーブルの天板、家具材の横板、等としても使用できるものであり、木製品の平
板部材として各部所に活用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本考案の第１実施例である斜行板を交差させた構造合板の単板を示し、（Ａ）は
表面側部材の正面図、（Ｂ）は裏面側部材の正面図である。
【図２】図１に示す小幅板材の接続説明図である。
【図３】図１の斜行板を交差させて接合した構造合板の正面図と断面図である。
【図４】本考案の第２実施例である平行板を交差させた構造合板を示し、（Ａ）は表面側
部材の正面図、（Ｂ）は裏面側部材の正面図、（Ｃ）は接合断面図である。
【図５】図４に示す小幅板材の接続説明図である。
【図６】本考案の第３実施例である斜行板を用いたドアを示し、（Ａ）はドアの正面図、
（Ｂ）はドアの背面図である。
【図７】本考案の第４実施例であるドアの中央に縦枠を設けたドアを示し、（Ａ）はドア
の正面図、（Ｂ）はドアの背面図である。
【図８】小幅板材１側面の木端側を、実加工して接合する各種実施例を示す要部断面図で
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ある。
【符号の説明】
【００２０】
　　１　小幅板材
　　１Ａ　雄実
　　１Ｂ　雌実
　　Ａ　表面側部材
　　Ｂ　裏面側部材
　　ＧＨ　構造合板

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月8日(2008.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　帯状の小幅板材側面の木端側を実加工して一対の雄実と雌実を形成し、該小幅板材の実
加工部を接合して合板サイズと同様な平板状の構造合板形態に構成したものを二枚、表面
側部材Ａと裏面側部材Ｂにして張り合わせて一枚の構造合板にするのに、該構造合板の表
面側部材Ａと裏面側部材Ｂとの小幅板材の方向が反対になるように交差させて接着接合さ
せたことを特徴とする表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板。
【請求項２】
　帯状の小幅板材側面の木端側を実加工して一対の雄実と雌実を形成し、該小幅板材の実
加工部を接合して合板サイズと同様な平板状の構造合板形態に構成するものにおいて、該
構造合板の表面側部材Ａを作るのに、前記小幅板材を構造合板の辺に対して斜め方向に配
置して、木端側を斜めに張り合わせた斜行板に構成し、次に、前記構造合板の裏面側部材
Ｂを作るのに、上記表面側部材Ａを作るのと同じ小幅板材で、表面側部材Ａと斜めの角度
と斜めの方向は同じにして同様な貼り合わせ構成で表面側部材Ａと同様なサイズの斜行板
に構成し、そして、合板サイズと同様に出来上がった、表面側部材Ａと裏面側部材Ｂの斜
行板を表側と裏側の斜めの角度が反対になるように交差させて接着接合させ表裏斜行板を
接合してなることを特徴とする請求項１に記載の表裏板部材を交差接合してなる住宅用構
造合板。
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【請求項３】
　小幅板材を杉、桧等からなる板材で構成し、該板材の厚さ１０ミリ～４０ミリ位、巾６
０ミリ～１２０ミリ位に構成し、合板サイズは９００ミリ×１８００ミリ～２７００ミリ
に構成したことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の表裏板部材を交差接合して
なる住宅用構造合板。
【請求項４】
  平行板として表側は長辺に平行に裏側は短辺方向に平行に小幅板材がなるように構成し
、小幅板材を杉、桧等からなる板材で構成し、該板材の厚さ１０ミリ～４０ミリ位、巾６
０ミリ～１２０ミリ位に構成し、合板サイズは９００ミリ×１８００ミリ～２７００ミリ
に構成したことを特徴とする請求項１に記載の表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造
合板。
【請求項５】
　表面側部材Ａと裏面側部材Ｂとの接着面に薄い防水シートや断熱材の両方若しくは一方
を介在させて組み込んだことを特徴とする請求項１ないし請求項４のいづれか一つに記載
の表裏板部材を交差接合してなる住宅用構造合板。
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